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第１章 計画の背景と目的 

 

１．計画策定の背景 

本市を縦貫している JR 日南線は、市民の足として市内及び市内外の移動に対処する都市軸交通と

しての機能を果たしている。本市には伊比井駅から榎原駅までの 10 駅が存在し、鉄道が市民の日常

生活の移動手段として機能している。しかし、年々JR日南線の乗降客数は減少を示している。 

バス交通については、広域幹線バス路線として宮崎交通自主運行路線 2 路線と廃止路線代替バス路

線 1 路線が運行しており地域幹線バス路線として市内線が運行している状況である。しかし、不採算

路線の縮小、平日休日運行ダイヤの削減が進んでおり、ネットワークの弱体化がさらなる利用者の減

少へ繋がる悪循環が続いている。 

また、縮小した路線バスを補完し、さらに交通不便地域を解消するために導入した地域交流交通で

あるコミュニティバス路線 6路線が平成 20年度に運行開始しているが、平成 23年度をピークに利

用者が減少しており運行経費の委託料は年々増加傾向が顕在化してきている。 

現在の交通空白地帯である富土河内及び伊比井河内地域に限定してデマンド（予約）型乗合タクシ

ーを平成25年度に運行を開始している。開始当初の利用から年々運行回数も減少傾向を示しており、

また、同乗率も減少傾向が顕在化してきている。 

以上のように本市においては、人口減少や少子高齢化が進展し、既存のJR日南線、宮崎交通バス、

コミュニティバス、タクシー等の利用者が減少し、公共交通の維持が困難になりつつある。 

このことは、市民の移動手段となる公共交通の持続に問題が生じ始めているため、今後は、地域性

を踏まえたまちづくりの一環として、かつ民間企業等との、これまでにない連携を図りながら、持続

可能な地域公共交通ネットワークの再構築を行わなければならない必要がある。 

 

2．計画策定の目的 

本市では、公共交通を取り巻く環境に対応するため、これまで、交通事業者と連携し不採算路線の

存続の取組み、また、コミュニティバスやデマンド交通の運行など、地域公共交通の再編を実施して

きた。 

しかしながら、本市においても、人口減少や少子高齢化社会の急激な進行などにより、社会情勢が

大きく変化し、市民ニーズの多様化、交通事業者の経営悪化など、地域公共交通を取り巻く環境は厳

しい状況となっている。 

一方、平成 25 年 12 月に施行された交通政策基本法において、交通に関する我が国の基本理念や

関係者の責務等が明確化され、これを受けて、平成 26 年 11 月に改正地域公共交通の活性化及び再

生に関する法律が施行された。従来の地域公共交通の活性化及び再生に関する法律から、地方公共団

体が中心となり、まちづくりと連携し、面的な地域公共交通ネットワークを再構築することが重要と

されている。 

また、これまで行政や交通事業者が独自に利用促進や運行の効率化を模索してきたが、市民の移動

手段を維持・確保していくためには、それぞれ異なる地域特性に応じて地域の住民の皆さんも行政や

交通事業者と一緒になって、地域公共交通について考え、日常の行動を見直していくことが必要であ

る。 

このような状況を踏まえ、本市では、これまでの取組みを評価し、新たに顕在化している課題に対

応するため、「日南市地域公共交通網形成計画」を策定する。 

 

※本計画を策定するにあたり、「名古屋大学大学院 環境学研究科 加藤 博和教授」の監修を受けて

おります。 
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第２章 市の概要 
 

１．位置・地勢 

本市は、宮崎県南東部に位置しており、東側に日向灘を臨み、北は宮崎市、南は串間市、西は三股

町・都城市に隣接している。2009年（平成21年）3月に日南市、北郷町、南郷町の3市町が合併

したことに伴い、536.10km2の面積を有する新「日南市」となった。 

地勢は、78%を林野（主に飫肥杉の人工林）が占め、北西部には標高1,000m級の山地も有する。

特に北部から北西部にかけては、渓谷や森林、温泉地などの自然資源に恵まれ、多くの観光客を惹き

つけている。一方、宮崎市から本市を経て鹿児島県に至る全長 100km 以上の海岸線は全国有数のリ

アス式海岸として「日南海岸国定公園」の指定を受けており、「鬼の洗濯板」と呼ばれる波状の奇岩に

代表される自然風景などが来訪者を楽しませている。 

広域交通体系は、本市の東部、日向灘に沿って国道220号が縦断しており、国道222号が本市の

中央を横断している。 

 

 

 

 

  

図 日南市の位置 
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２．人口と世帯数の推移 

（1）人口と世帯数 

国勢調査によると、平成 27年時点の人口は 54,026 人で、昭和 55年から 35年間で約 25.8％

減少している。さらに、平成 27 年以降も人口減少が継続し、平成 27 年から 15 年後の平成 42 年

には、人口は約43,000 人、高齢化率は40％を超えると予測される。 

世帯数は、平成27年時点で22,678世帯となっておりほぼ横ばいの状態であるが、一世帯当たり

の人員は減少傾向にあり、少子高齢化や単身世帯の増加が進行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 日南市の世帯数の推移 

資料：国勢調査

図 日南市の年齢3区分別人口と高齢化率の推移 

資料：国勢調査（年齢不詳は含まない）

（H32年以降は日南市予測）
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（2）地区別人口と高齢化率 

地区別人口は、吾田地区と南郷地区が多く、鵜戸地区と酒谷地区が少ない。 

平成17年から平成27年の10年間で全地区で人口は減少しており、特に鵜戸地区（25.4％減）、

酒谷地区（24.3％減）、細田地区（22.5％減）では20％以上減少している。 

高齢化率は全地区で上昇しており、鵜戸地区（46.2％）、酒谷地区（48.1％）、細田地区（44.1％）

では40％を超えている。 

 

  

図 地区別人口と高齢化率の推移 

資料：国勢調査
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３．主要施設の分布 

（1）公共施設 

本市の主な公共施設は、都市構造上である地域生活拠点として位置づけられている日南駅、油津駅、

北郷駅、南郷駅周辺に集中して立地しており、生活交通（コミュニティバス・宮崎交通バス等）の結

節点となっている。 

 

 

 

  

図 公共施設の分布 
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（2）教育施設 

本市には、小学校15校、中学校9校、高等学校3校がある。特に、日南駅、飫肥駅、南郷駅周辺

の中心市街地周辺に住宅地等が分布していることもあり、吾田東小学校の472人がトップの児童数で

あり、次いで吾田小学校の470人、飫肥小学校の379人となっている。 

 

  

図 教育施設の分布 
 

資料：日南市教育委員会学校教育課

（平成30年5月1日時点）
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（3）商業施設 

本市の主な商業施設は、日南駅から北西方向吾田地区にロード型商業施設集積されて立地しており、

油津駅周辺は北東方向に商業施設が点在して立地している。分布範囲としては、各駅から約１km圏域

に立地している状況である。 

 

  

■商業施設（食料品） ■商業施設（その他）

施設名 所在地 施設名 所在地

1 A・COOP 南郷店 日南市南郷町大字中村乙65番地1 17 しまむら 日南店 日南市吾田西3-7-56

2 コープ日南店 日南市吾田西1丁目1-1 18 ナフコ 日南店 日南市吾田東7-9-5

3 コスモス 吾田店 日南市上平野町1丁目10-4 19 サンキ 日南店 日南市園田2丁目177-2

4 コスモス 山瀬店 日南市星倉4623-1 20 ホームワイド 日南店 日南市大字星倉4548-1

5 コスモス 星倉店 日南市星倉6丁目5-27 21 ユニクロ 日南店 日南市吾田西4-7-28 

6 コスモス 油津店 日南市瀬貝3丁目1-7 22 日南山形屋 日南市岩崎3-5-3 

7 コスモス 大堂津店 日南市大堂津5丁目11-1 23 西松屋 日南店 日南市吾田西1-8-16

8 サピア日南ショッピングセンター 日南市材木町4-1 24 ケーズデンキ 日南店 日南市吾田西4-6-31

9 くろぎ（FRIENDLY MART) 日南市北郷町郷之原1305 25 ヤマダ電機 日南店 日南市吾田西2-10-27

10 スーパーとむら 油津店 日南市岩崎2丁目2-5 26 ベスト電器 日南店 日南市瀬貝2-2-31

11 スーパーとむら 吾田店 日南市中央通2丁目10-1

12 スーパーとむら 飫肥店 日南市飫肥5丁目2-6

13 スーパーとむら 星倉店 日南市星倉6丁目2-55

14 タイヨー日南店 日南市星倉4472

15 ダイレックス 日南店 日南市吾田西1-8-8

16 ドラッグストア モリ 日南平野店 日南市上平野町2-12-18

（公共交通アンケート結果より）

図 商業施設の分布 
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（4）医療施設 

本市の主な医療施設は、日南駅をはじめ各駅に周辺に立地しており、いずれも公共交通機関でアク

セス可能な範囲内に位置している。 

 

 

  

図 医療施設の分布 
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表 医療施設一覧 

No. 医療機関名 診療科目 住所 

1 宮崎県立日南病院 
外・整形外・脳神経外・歯科口腔外科・産婦人・皮
膚・泌尿器・小児・放射線・麻酔・眼・耳鼻咽喉・
内・循環器・神経内・リハビリ科 

日南市木山1-9-5 

2 日南市立中部病院 外・整形外・胃腸外・眼・耳鼻咽喉・内・胃腸内・
放射線・リハビリ科 

日南市大堂津5-10-1 

3 愛泉会日南病院 整形外科・内科・小児科 日南市大字風田3649-2 

4 あげた内科クリニック 内科 日南市星倉5-4-10 

5 東内科クリニック 内科 日南市上平野町3-8-8 

6 井手胃腸科・肛門科 外・肛門・胃腸・内科 日南市戸高4-2-2 

7 井藤耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 日南市園田1-4-12 

8 いわきり眼科 眼科 日南市戸高1-10 1 

9 えとう循環器科・内科クリニック 内科・循環器科 日南市吾田西3-7-43 

10 江良形成外科皮膚科 形成外科・皮膚科 日南市園田1-5-29 

11 大井外科医院 外・整形・肛門・胃腸科 日南市星倉1-3-7 

12 おび中央病院 内科・消化器内科・精神科・リハビリ科 日南市飫肥6-2-28 

13 川越整形外科 リウマチ・整形・リハビリ科 日南市吾田東11 9 18 

14 かわにし脳神経外科 脳神経外・神経内・リハビリ科 日南市吾田西1-8-20 

15 河野医院 内・呼吸器・消化器・放射線科 日南市木山1-5-13 

16 北村胃腸科眼科 内・消化器・循環器内・眼・放射線・リハビリ科 日南市園田2 4 28 

17 きよひで内科クリニック 内・呼吸器・消化器・循環器・神経内科 日南市戸高1-6-10 

18 小玉共立外科 外・整形・肛門・麻酔・内・胃腸・リハビリ科 日南市吾田東10-4-1 

19 産科・婦人科うちむらクリニック 産婦人科 日南市吾田西3-7-48 

20 島田内科胃腸科 内・呼吸器・消化器・循環器・アレルギー 日南市園田1 2 10 

21 シロアム内科医院 内・リウマチ科 日南市大字平野328 

22 瀬川クリニック 胃腸・耳鼻咽喉科 日南市吾田西3-2 53 

23 たなか産科婦人科クリニック 産婦人科 日南市木山1-5-23 

24 谷口病院 整形・脳神経外・耳鼻・内・心療内・精神科 日南市大字風田3861 

25 津曲小児科医院 小児科・アレルギー科 日南市戸高1-6-3 

26 でざわ小児科 小児科 日南市吾田西3-2-58 

27 照屋皮膚科クリニック 皮膚科 日南市戸高4-19-1 

28 戸倉医院 内科 日南市吾田西1-7-1 

29 外山皮膚科 皮膚・アレルギー科 日南市油津2-6-7-2 

30 長鶴医院 内・心療内・精神科 日南市中平野1-1 13 

31 中村眼科 眼科 日南市吾田東9-2-21 

32 日南春光会病院 外・肛門・内・リハビリ科 日南市園田1-4-2 

33 福岡医院 内科・循環器内科 日南市春日町1-7 

34 藤浦循環器科内科クリニック 内科・循環器内科 日南市中央通1-6-18 

35 松田整形外科医院 整形・リウマチ・リハビリ科 日南市中央通2-3-5 

36 村上医院 泌尿器科 日南市岩崎1 2 12 

37 山口内科クリニック 内科 日南市吾田東9-2 25 

38 山見医院 小児科 日南市中央通1-3-1 

39 山元クリニック 外・内・リハビリ科 日南市上平野町2-15 7 

40 山元病院 
内・消化器・神経内・心療内・リハビリ・放射線・
麻酔科 

日南市中央通1-10-15 

41 新木医院 内・麻酔科 
日南市北郷町郷之原乙 
4956-1 

42 長友医院 外・胃腸・リハビリ科 
日南市北郷町郷之原乙
1403-1 

43 猿渡医院 内・外・リハビリ科 日南市南郷町東町13-5 

44 外浦医院 外・胃腸・循環器科 
日南市南郷町中村乙
7051-202 

45 東病院 内・胃腸・リハビリ科 日南市南郷町東町8-1 

46 百瀬病院 
外・整形・胃腸外・乳腺外・泌尿器・リウマチ・内・
呼吸器・循環器・胃腸・腎臓内・リハビリ科 

日南市南郷町中村乙2101 

  
資料：日南市小児救急医療ガイドより
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４．観光 

（1）観光資源 

本市には、多くの自然観光資源が存在するだけでなく、長い歴史や生活の営みに育まれた人文観光

資源や地域資源など、多数の観光資源がある。以下に一例を掲載する。 

 

表 日南市内の主な観光資源 

地区 主な観光資源 

鵜戸地区 日南海岸国定公園 ／ 鵜戸神宮 ／ サンメッセ日南 

飫肥地区 飫肥城 ／ 飫肥城下町の由緒施設 

油津地区 油津港 ／ 堀川運河 ／ 赤レンガ館 

南郷地区 
日南海岸国定公園 ／ 日南海中公園 ／ 県亜熱帯作物支場 

道の駅なんごう ／ 港の駅めいつ ／ 榎原神社 ／ 栄松ビーチ 

北郷地区 猪八重渓谷 ／ 北郷温泉郷 ／ 花立公園 ／ 潮嶽神社 ／ 蜂之巣公園 

酒谷地区 小布瀬の滝 ／ 坂元棚田 ／酒谷キャンプ場 ／ 道の駅酒谷 

資料：日南市観光振興計画 

 

 

  

図 観光資源の分布 
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（2）観光入込客数 

宮崎県観光入込客統計調査によると、平成27年の本市の観光入込客数は約1,977千人で、県外客

は増加傾向にあるが、県内客は減少傾向にある。 

平成27年の主要観光地別観光入込客数のシェアを上位から見ると、「鵜戸神宮」「港の駅めいつ」「道

の駅なんごう」「飫肥城」「サンメッセ日南」となっており、この 5 地点で全体の約 80％を占めてい

る。現状では、これらが本市の中心的な観光スポットとして位置づけられているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

586 667 770 869 1,014 1,041 

1,215 983 
1,063 

1,088 934 936 

8.5%

8.2%

8.6%

8.3% 8.4%

8.0%

6.2%

6.7%

7.2%

7.7%

8.2%

8.7%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H22 H23 H24 H25 H26 H27

（千人）

県外客 県内客 宮崎県に占める割合

図 主要観光地別観光入込客数の推移 

資料：日南市統計書

図 日南市の観光入込客数の推移 
 

資料：宮崎県観光入込客統計調査結果
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5．GIS からの分布 

（1）総人口からみるGISメッシュ人口 

本市の総人口をGISメッシュ（500ｍ）人口に変換し分布させると、各コミュニティバス路線の端

末の人口は50人未満の分布が目立ち路線としての集客性が少ないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：GIS を利用したメッシュ人口 
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（2）15歳未満人口からみるGIS メッシュ人口 

本市の15歳未満人口をGISメッシュ（500ｍ）人口に変換し分布させると、各コミュニティバス

路線の端末の人口は分布していないか、25人未満の分布が目立ち、路線としての集客性が少ないと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：GIS を利用したメッシュ人口 
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（3）15歳以上65歳未満人口からみるGISメッシュ人口 

本市の15歳以上65歳未満人口をGISメッシュ（500ｍ）人口に変換し分布させると、各コミュ

ニティバス路線の端末の人口は、25人以上50人未満及び、25人未満の分布が目立ち、路線として

の集客性が少ないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：GIS を利用したメッシュ人口 

 

  

14



 

（4）65歳以上人口からみるGIS メッシュ人口 

本市の65歳以上人口をGISメッシュ（500ｍ）人口に変換し分布させると、各コミュニティバス

路線の端末の人口は、25人以上50人未満及び、25人未満の分布が目立ち、路線としての集客性が

少ないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：GIS を利用したメッシュ人口 
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（5）高齢化率からみるGIS メッシュ人口 

本市の高齢化率をGISメッシュ（500ｍ）に変換し分布させると、市域全体で65歳以上の人口が

総人口の21％を超える超高齢化社会となる比率を表しているが、各コミュニティバス路線の沿線にお

いても50％以上を超える範囲が分布している状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：GIS を利用したメッシュ人口 
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（6）現在市内線バス停から５００ｍ圏域 

本市の市街地の中を運行する路線バスは、飫肥～油津港までの市内線が運行している。また、同一

バス停を利用する広域バス路線である宮崎線・市木線・北郷線も同バス停を利用して運行している状

況で、バス停の箇所数は32箇所設置されており、バスを利用する圏域である500ｍ圏域を下図で表

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：GIS を利用した500ｍ圏域 
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（7）新たなバスルートからの５００ｍ圏域 

本市の市街地の中を運行する市内線を基本として今回新たなバスルートである循環線を設定した場

合の利用圏域は、赤円の部分が追加となり市民がバス利用できる利用圏域が拡大する。既存のバス停

については市内線の運行が循環線へと移行するが、広域バスである宮崎線や市木線、北郷線の運行は

継続するため、現況バス停に停まる本数は減少するが、他の圏域をカバーする循環線により利便性は

向上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：GIS を利用した500ｍ圏域 

 

 

油津～飫肥間のバス停（変更案）から半径５００ｍ圏域における人口数 

 人口 構成比 

18歳未満 5,453人 14.9％ 

18歳～69歳 20,865人 56.8％ 

70歳以上 10,409人 28.3％ 

合計 36,727人 100.0％ 
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第３章 上位計画・関連計画 

 

１．「創客創人」日南市重点戦略プラン（該当箇所抜粋） 

人口減少、少子高齢化、社会インフラの老朽化、長引く地方経済の低迷、大規模自然災害の頻発な

どにより、社会情勢は厳しさを増しており、社会保障費や災害に備える経費など、苦しい財政運営を

続けるなかで、行政需要は増大している。 

地方創生や地方分権の動きが活発化するなか、限られた行政資源（ヒト、モノ、カネ）をどのよう

にまちづくりに活かしていくのか、これまで以上に「選択と集中」を念頭にした取組みが求められて

おり、そのため、日南市重点戦略プランは、市民生活を守るための福祉・医療・介護などの事業につ

いては、しっかり取り組んでいくことを前提としたうえで、長期的な視点から、まちづくりのコンセ

プト（理念）を示し、市民ニーズの高い働く場の創出や商店・商店街の再生、子育て環境の充実など

について、重点的に取り組む戦略性のある計画となっている。 

 

【コンセプト】 

現状を打破するため、「人づくりこそがまちづくり」であるとの考えのもと、次のコンセプトを掲げる。 

 

 

 

 

 

 

このコンセプトを市全体で共有し、市民一人ひとりが力を高めていくことで、 

活力ある産業、市の明るい未来が見えてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

創客創人とは 

様々な分野において、今あるもの、資源の中から、人々が望む価値を見出し、そ

れを実現する製品やサービスなどを創り出し、「新しい需要＝客」を創り、その客

を幸せにする仕組みを創れる人財を育てることです。 

戦略② 

移り住みたくなるまちづくり戦略 

戦略① 

働く場創出戦略 

戦略④ 

次世代育成戦略 

戦略③ 

住民による住民のための地域づくり戦略 
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(1)住民自らが地域の課題や問題を解決する住民自治の推進 

(2)防災対策、イベントの開催などを通じた、地域同士、集落同士の交流促進 

(3)高齢者の豊かな知識や経験を、地域や仕事の場で発揮できる仕組みづくり 

(4)子どもから高齢者までの多世代の交流が、子どもの見守りや高齢者の生きがいにつながるような、

社会全体での子育て支援策の充実（戦略3・4） 

(5)子育て世代が、「もう一人子どもを産み、育てられる」と決断できる環境づくり（戦略2・3・4） 

(6)子どもの健やかな心身を育むための支援の充実（戦略3・4） 

(7)地域課題の解決や地域資源の活用につながるコミュニティビジネスの促進（戦略1・3） 

(8)自主防災組織の強化、防災訓練、防災教育の充実、津波避難施設の整備など、地域防災力の向上 

(9)みんなの支え合いのもと、住み慣れた地域で誰もが必要な医療・介護・予防・生活支援が受けられ

る地域包括ケアシステムの構築（戦略2・3） 

(10)障がい者が地域で安心して生活を送るための保健・医療・福祉サービスや就労支援などの充実（戦

略2・3） 

(11)生涯学習で得た知識や技術を、地域や学校など社会で生かす場を設け、指導者となる人材の発掘・

育成（戦略3・4） 

(12)地域における健康づくりを推進する人材の育成や、生活習慣病予防対策など、健康寿命を延ばすた

めの取組強化 

(13)生活習慣病の予防が、本人の幸せ、家族の活力、次世代の負担軽減につながるとの意識醸成 

(14)環境学習の推進などにより、地域での環境保護活動やごみ減量化を推進する人材の育成 

(15)地域が主体となった地域公共交通網の形成 

(16)東九州自動車道の全線開通に向けた、官民一体による積極的な要望活動の実施（戦略1・2・3） 

(17)地域の力が生きる東九州自動車道インターチェンジ周辺の利活用（戦略1・2・3） 

 

  

戦略③ 

住民による住民のための地域づくり戦略 
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2．都市計画マスタープラン（該当箇所抜粋） 

【本計画の役割】 

 

 

本計画は、「まちづくりの基本方針」を策定し、都市計画に限らず、まちづくりに関する個別計

画策定や施策全般の指針として機能することを目指します。 

 

 

都市計画についても、集中と選択、ハードとソフトによる効果的な行財政投資が必要な時代を

迎えたことを踏まえ、今後の適正な都市計画に関する施策・事業の指針として機能することを

目指します。 

 

 

「各種の整備方針、計画等」を策定する際の前提となる数値的データを出来る限り地図上に示

した分かりやすい「データブック※1」としての機能を持たせます。 

将来へ向けて、まちづくりに活かせる要素や正確な情報をみんなが理解し共有することが本計

画書の重要な役割です。 

 

 

市町村の都市計画マスタープランは、概ね 20 年後という長期の計画期間で策定されることが

一般的で、その見直し時期も明確な規定はありません。 

本計画は、従来通りの長期的視点に立ち、都市の「健全な発展」や「秩序ある整備」に、「維持

すべき内容は何か」という観点を加えて策定します。しかし、昨今の社会情勢の変化は早く、

将来を見通すことは難しい状況です。そのため、本計画は、社会情勢の変化に柔軟に対応でき

る「マネジメント型※2のプラン」となるように、定期的に更新し、見直しを行います。 

 

 

 

 

【まちづくりの目標と将来像】 

 

  

① まちづくり施策のマスタープランとして機能すること 

② 今後の都市計画に関する施策・事業の「指針」として機能すること 

③ まちづくりに活かせる「データブック※1」の機能も併せ持つこと 

④ 「マネジメント型※2」の柔軟なマスタープランの機能を有すること 

【まちづくりの目標】 

■緑と黒潮に育まれた、南那珂圏域をリードする元気な人や産業がある“まち”にします 

■投資効果の経営的視点を持って、「日南型のコンパクトシティ」を創ります 

■そのために、「どこをどんな場所にするか」の基本方針を定めます 

【将来像】 

“笑顔はじける まち 日南” 

～ 市民自らが日南を支えていると実感し、人が集い、誰もが笑顔で暮らせるまち ～ 

“魅力あるまち” “元気なまち” “安心・安全なまち” “支え合うまち” 

※１「データブック」：点・線・画の地図情報と資料・統計情報等をできるだけ関連付けた総合情報。 

※２「マネジメント型」：目的を効率的に達成するために維持・発展を図ることで、変化への対応も図る考え方。 

21



【目指すべき将来都市構造】（該当箇所抜粋） 

まちづくりの最大目標として掲げた「コンパクトシティ※3」の形態は、「一極・高密度集中型」の構

造が、社会資本の投資効率から見れば最適です。 

しかし、本市の合併の歴史や地形特性を基に形成された都市構成を考慮すると、目指すべき都市像

は、現在、分散している生活拠点の特性を活かし、各拠点のネットワーク※4 を構築することで、拠点

分散ネットワーク型を目標とした「日南型のコンパクトシティ」の創造を目指します。 

 

 

 

 

【各拠点を結ぶために】（イメージ図） 

今日の情報化社会の進展により「ＩＴ」を活用した情報の交流は盛んですが、地域コミュニティを維持

するためには、人が移動し交流することが大切です。また、病院や買い物など、その目的に応じた多様な

生活をするには、様々な人に合った、様々な交通体系を検討することが必要になります。 

※３「コンパクトシティ」：都市的土地利用の郊外への拡大を抑制すると同時に中心市街地の活性化が図られ、生活に必要な

諸機能が近接した効率的で持続可能な都市、もしくはそれを目指した都市政策のこと。 

※４「ネットワーク」：つながり。この場合は道路のほか、公共交通としてのバスや鉄道も含まれる。 

※５「デマンドバス」：利用者が希望する乗降場所や時刻などの要求に応じて、乗り合い方式で運行する。 

【コミュニティバス等】 

地域のニーズに応じたバスの

運行。 

【デマンドバス等（※5）】 

バスの利用を予約することで、

バスが運行される。 

【コアゾーン】 

コアゾーンでは、主要施設

をバスが循環。 

【交通の結節】 

コアゾーン内の主要施設に

コミュニティバス等が連結。

循環バスに乗り換え。 

【コアゾーン内】 

主要施設をバスが循環し、コア拠

点内は、歩いて楽しく、安全で安

心できる空間を目指します。 
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第４章 日南市の交通特性 
 

１．通勤・通学流動 

（1）通勤の状況 

本市の15歳以上の通勤者（23,747人）のうち、市内での通勤者数は21,567人、市外への通勤

者数は2,180人となっている。市外への通勤者の内訳は、宮崎市の704人（32.3％）が最も多く、

次いで串間市 547 人（25.1％）、都城市 154 人（7.1％）で、この近隣 3 市で 1,405 人となり、

60％以上を占めている。 

一方、市外から本市への通勤者数（1,903人）の内訳は、宮崎市からの通勤者が950人（49.9％）

で最も多く、次いで串間市からの通勤者が 639 人（33.6％）、この 2 市で 1,589 人となり、80％

以上を占めている。 
  

■日南市民（15歳以上）の通勤者数  ■日南市外（15歳以上）からの通勤者数 

日南市民の通勤者数 23,747 －  市外からの通勤者数 1,903 100.0％

 市内での通勤者数 21,567 100.0％  宮崎市 950 49.9％

  自宅 3,116 14.4％  都城市 122 6.4％

  自宅外 18,451 85.6％  串間市 639 33.6％

 市外への通勤者数 2,180 100.0％  三股町 39 2.0％

  宮崎市 704 32.3％  県内 他市町村 68 3.6％

  都城市 154 7.1％  鹿児島県(鹿児島県以外) 36 1.9％

  串間市 547 25.1％  県外 49 2.6％

  三股町 13 0.6％   

  県内 他市町村 37 1.7％   

  鹿児島県 98 4.5％   

  県外(鹿児島県以外) 610 28.0％   

  不詳 17 0.8％   

 

  

図 日南市の位置 

図 通勤における流動状況 

資料：国勢調査（平成27年）

単位：人 

資料：国勢調査（平成27年）
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（2）通学の状況 

本市の 15 歳以上の通学者（2,195 人）のうち、市内での通学者数は 1,794 人、市外への通学者

数は 401 人となっている。市外への通学者の内訳は、宮崎市の 375 人（93.5％）が最も多く、次

いで県外14人（3.5％）、となっている。 

一方、市外から本市への通学者数（273 人）の内訳は、串間市からの通学者が 172 人（63.0％）

で最も多く、次いで宮崎市45人（16.5％）、県外27人（9.9％）となっている。 

 

■日南市民（15歳以上）の通学者数  ■日南市外（15歳以上）からの通学者数 

日南市民の通学者数 2,195 －  市外からの通学者数 273 100.0％

 市内での通学者数 1,794 －  宮崎市 45 16.5％

 市外への通学者数 401 100.0％  都城市 10 3.7％

  宮崎市 375 93.5％  串間市 172 63.0％

  都城市 5 1.2％  県内 他市町村 19 7.0％

  串間市 1 0.2％  県外 27 9.9％

  県内 他市町村 4 1.0％   

  県外 14 3.5％   

  不詳 2 0.5％   

 

 

 

  

図 通学における流動状況 

資料：国勢調査（平成27年）

単位：人 

資料：国勢調査（平成27年）
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（3）通勤・通学時の交通手段 

日南市民（15 歳以上）の通勤・通学者について、市内での通勤・通学者（21,791 人）の交通手

段のうちわけは、自家用車が16,178人で最も多く、74.2％を占めている。次いで、自転車が2,295

人（10.5％）となっている。公共交通の利用者は、鉄道・電車が207人（0.9％）、乗合バス93人

（0.4％）、ハイヤー・タクシーが 28 人（0.1％）といずれも 1％未満で、利用者が少ない状況であ

る。 

日南市外での通勤・通学者のうちわけは、自家用車が 1,529 人（59.9％）で最も多く、次いでそ

の他が 486 人（19.0％）、鉄道・電車が 253 人（9.9％）となっている。鉄道・電車以外の公共交

通の利用者は、乗合バスが 8 人（0.3％）、ハイヤー・タクシーが 1 人（0.04％）で、市外で通勤・

通学の公共交通の利用者数も少ない状況である。 

宮崎県内の他市町村からの通勤・通学者（2,072 人）の交通手段は、自家用車が 1,717 人で最も

多く、82.9％を占めている。公共交通の利用者数は、鉄道・電車が97人（4.7％）、乗合バスが21

人（1.0％）となっている。 

 

表 日南市の通勤・通学者数の利用交通手段 

日南市民(15歳以上・自宅外)

通勤・通学者数 

23,435人 

市内に通勤・通学 市外に通勤・通学 
県内の他市町村から 

通勤・通学 

交通手段 人数（人） 割合 人数（人） 割合 人数（人） 割合 

徒歩だけ 1,567 7.2% 7 0.3% 2 0.1%

鉄道・電車 207 0.9% 253 9.9% 97 4.7%

乗合バス 93 0.4% 8 0.3% 21 1.0%

勤め先・学校のバス 194 0.9% 11 0.4% 113 5.5%

自家用車 16,178 74.2% 1,529 59.9% 1,717 82.9%

ハイヤー・タクシー 28 0.1% 1 0.04% － － 

オートバイ 460 2.1% 13 0.5% 13 0.6%

自転車 2,295 10.5% 15 0.6% 7 0.3%

その他 236 1.1% 486 19.0% 22 1.1%

利用交通手段が2種類 424 1.9% 160 6.3% 67 3.2%

利用交通手段が3種類以上 15 0.1% 41 1.6% 9 0.4%

不詳 94 0.4% 30 1.2% 4 0.2%

計 21,791 100.0％ 2,554 100.0% 2,072 100.0%

資料：国勢調査（平成22年） 
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２．道路特性 

（1）日南市の道路網 

本市では、国道 220 号、国道 222 号、国道 448 号及び主要地方道日南高岡線等を中心とした都

市軸（道路）が既存市街地を連絡する構造となっている。東九州自動車道は、平成８年度に、清武～

北郷区間（延長 19km）の整備計画が決定され、現在は、新直轄方式（国）による整備が進められて

おり、平成19年には北郷～日南間（延長9km）が着工され平成29年度に開通した。 
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（2）道路の混雑状況 

本市では、国道 220 号、国道 222 号、国道 448 号及び主要地方道日南高岡線等を中心とした都

市軸（道路）が既存市街地を連絡する構造となっているが、平成 27 年度道路交通センサスにおける

混雑度は、混雑が見られない 1.0 未満の区間がほとんどを占めており、交通渋滞が慢性的に発生して

いない状況である。しかし、朝夕のピーク時間には局部的な混雑は発生している状況である。 
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 第５章 地域公共交通の現況
 

１．鉄道 

本市では JR 日南線が運行しており、宮崎市側の伊比井駅から串間市側の榎原駅まで市内には 10

駅が配置されている。折り返し運行駅として日南駅と油津駅、南郷駅で随時運行便数が減少しており、

日南駅まで平日で上り14本、下り13本の合計27本の運行であるが、南郷駅までは平日で上り12

本、下り8本と合計20本の運行状況である。ほぼ1時間に上下線とも1本程度の運行状況である。 
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２．路線バス 

本市では宮崎交通が路線バスを運行しており、広域幹線バスである飫肥と宮崎市内を結ぶ宮崎線、

飫肥と幸島を結ぶ市木線、油津地区とさくらアリーナ（北郷）を結ぶ北郷線の 3 路線を運行している

が、北郷線に関しては廃止路線代替バスにて運行している状況である。また、市内の飫肥と油津港を

運行している市内線があるが、これはJR日南線と平行して走る路線である。 
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３．コミュニティバス 

本市では、平成 20 年度より日南地域（酒谷・吉野方線、細田・隈谷線）南郷地域（大牟礼・中部

病院線、札之尾・中部病院線）に導入され、平成 23 年度から北郷地域（大戸野線、広河原・猪八重

線）を新たに導入している。平成 25 年度から南郷地域の隔日運行から毎日運行へと移行しており、

市内をくまなく網羅した体系とし移動手段を確保している。 
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４．乗合タクシー 

本市では、路線バス・廃止路線代替バス・コミュニティバス等の交通手段の無い交通空白地帯に対

して、通院・買物等を目的として交通移動手段を持たない住民を対象に利便性の向上を図り、効率的

な交通手段の確保のため、富土河内及び伊比井河内地域に限定して乗合タクシー（デマンド交通）の

運行を平成24年度から本運行を開始し地域の移動手段を確保している。 
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 第６章 各種調査及び結果
 

１．市民アンケート調査 

（1）調査概要 

調査目的 
市民の公共交通に対するニーズや、交通行動の実態及び交通環境に対する考え等を

把握し、計画の基礎資料とするため。 

調査手法 自治会長から各戸へ直接配布及び回収 

実施期間 平成28年11月1日（火）～11月15日（火） 

対象地区 

（回収枚数）

①北郷地区：684枚配布（684枚） 

②細田地区：510枚配布（510枚） 

③鵜戸地区：170枚配布（170枚） 

※地区不明：39枚 

 

 

（2）調査結果 

問 2 ご家族（同居）の人数 

●調査における回答者の「家族（同居）の人数」は、全体では「2人」の38.7％（535人）が最も多

く、次いで「1人」の20.8％（292人）、「3人」の18.5％（259人）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 ご家族（同居）での自動車、バイク、自転車の保有台数について 

①自動車の保有台数 

●調査における回答者の「自動車の保有台数」は、全体では「2台」の38.9％（453人）が最も多く、

次いで「1台」の33.1％（386人）、「3台」の17.6％（205人）の順となっています。 

（※無回答は除く） 
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②バイクの保有台数 

●調査における回答者の「バイクの保有台数」は、全体では「１台」の86.7％（130人）が最も多く、

次いで「2台」の10.7％（16人）、「4台」の2％（3人）の順となっています。 

（※無回答は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③自転車の保有台数 

●調査における回答者の「自転車の保有台数」は、全体では「１台」の66.5％（311人）が最も多く、

次いで「2台」の22.6％（106人）、「3台」の8.8％（41人）の順となっています。 

（※無回答は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 あなたご自身について 

①性別 

●調査における回答者の「性別」は、全体では「男性」50.8％（713人）、「女性」43.5％（611人）

となっています。 
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②年齢 

●調査における回答者の「年齢」は、全体では「60代」の30.4％（427人）が最も多く、次いで「70

代」の24.9％（350人）、「80代以上」の16.3％（228人）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③運転免許の有無 

●調査における回答者の「運転免許の有無」は、全体では「あり」77.7％（1,090人）、「なし」15.0％

（211人）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④職業 

●調査における回答者の「職業」は、全体では「無職」の41.0％（575人）が最も多く、次いで「会

社員・公務員」の18.5％（259人）、「自営業」の15.0％（211人）の順となっています。 
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問5 日常生活の「移動」について 

【ア．食料品の買い物先】 

①主な交通手段 

●調査における回答者の食料品の買い物先までの「主な交通手段」は、全体では「自動車（自分で運

転）」の82.9％（835人）が最も多く、次いで「家族等による送迎」の4.4％（44人）、「徒歩」

の3.1％（31人）の順となっています。 

②駅まで移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

●調査における回答者の「駅までの移動手段」は、全体では「徒歩」の57.1％（4人）が最も多く、

次いで「路線バス」「自動車（自分で運転）」「自転車」が各14.3％（1人）となっています。 

③利用頻度 

●調査における回答者の食料品の買い物先の「利用頻度」は、全体では「週１～２日」の43.8％（464

人）が最も多く、次いで「週 3～4 日」の 29.7％（315 人）、「週 5 日以上」の 16.0％（169

人）の順となっています。 

①主な交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②駅までの移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③利用頻度 
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【ア．食料品の買い物先】 

④現在の外出状況について 

●調査における回答者の「現在の外出状況」は、全体では「ひとりで十分できる」の 68.2％（957

人）が最も多く、次いで「ひとりで何とかできる」の13.4％（188人）、「誰かの助けがあればで

きる」の6.0％（84人）の順となっています。 

⑤将来（10年後）の不安について 

●調査における回答者の「将来（10年後）の不安の有無」は、全体では「不安がある」46.8％（656

人）、「不安がない」26.5％（372人）の順となっています。 

④現在の外出状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤将来（10年後）の不安について 
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【イ．衣料品の買い物先】 

①主な交通手段 

●調査における回答者の衣料品の買い物先までの「主な交通手段」は、全体では「自動車（自分で運

転）」の86.5％（660人）が最も多く、次いで「家族等による送迎」の5.8％（44人）、「路線バ

ス」の2.1％（16人）の順となっています。 

②駅まで移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

●調査における回答者の「駅までの移動手段」は、全体では「徒歩」の55.6％（5人）が最も多く、

次いで「路線バス」「自動車（自分で運転）」「自転車」「乗合タクシー」が各 11.1％（1 人）とな

っています 

③利用頻度 

●調査における回答者の衣料品の買い物先の「利用頻度」は、全体では「月１～２日」の85.0％（561

人）が最も多く、次いで「週1～2日」の6.5％（43人）、「月3～4日」の4.4％（29人）の順

となっています 

①主な交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②駅までの移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③利用頻度 
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【イ．衣料品の買い物先】 

④現在の外出状況について 

●調査における回答者の「現在の外出状況」は、全体では「ひとりで十分できる」の 63.4％（890

人）が最も多く、次いで「ひとりで何とかできる」の12.3％（172人）、「誰かの助けがあればで

きる」の7.2％（101人）の順となっています。 

⑤将来（10年後）の不安について 

●調査における回答者の「将来（10年後）の不安の有無」は、全体では「不安がある」44.7％（627

人）、「不安がない」24.8％（348人）の順となっています。 

④現在の外出状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤将来（10年後）の不安について 
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【ウ．病院、医療機関】 

①主な交通手段 

●調査における回答者の病院、医療機関までの「主な交通手段」は、全体では「自動車（自分で運転）」

の 78.7％（729 人）が最も多く、次いで「家族等による送迎」の 5.8％（54 人）、「路線バス」

の4.0％（37人）の順となっています。 

②駅まで移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

●調査における回答者の「駅までの移動手段」は、全体では「徒歩」の70.0％（7人）が最も多く、

次いで「路線バス」「自動車（自分で運転）」「自転車」が各10.0％（1人）となっています。 

③利用頻度 

●調査における回答者の病院、医療機関の「利用頻度」は、全体では「月１～２日」の83.1％（766

人）が最も多く、次いで「週1～2日」の8.9％（82人）、「月3～4日」「週3～4日」の各3.0％

（28人）の順となっています。 

①主な交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②駅までの移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③利用頻度 

 

 

  

39



【ウ．病院、医療機関】 

④現在の外出状況について 

●調査における回答者の「現在の外出状況」は、全体では「ひとりで十分できる」の 66.5％（933

人）が最も多く、次いで「ひとりで何とかできる」の13.7％（192人）、「誰かの助けがあればで

きる」の7.6％（107人）の順となっています。 

⑤将来（10年後）の不安について 

●調査における回答者の「将来（10年後）の不安の有無」は、全体では「不安がある」47.6％（668

人）、「不安がない」25.2％（354人）の順となっています。 

④現在の外出状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤将来（10年後）の不安について 
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【エ．金融機関】 

①主な交通手段 

●調査における回答者の金融機関までの「主な交通手段」は、全体では「自動車（自分で運転）」の

77.1％（697人）が最も多く、次いで「徒歩」の8.8％（80人）、「家族等による送迎」の3.8％

（34人）の順となっています。 

②駅まで移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

●調査における回答者の「駅までの移動手段」は、全体では「徒歩」の50.0％（3人）が最も多く、

次いで「自転車」の33.3％（2人）、「路線バス」16.7％（1人）の順となっています。 

③利用頻度 

●調査における回答者の金融機関の「利用頻度」は、全体では「月１～２日」の71.5％（635人）

が最も多く、次いで「週 1～2 日」の 15.0％（133 人）、「月 3～4 日」の 11.1％（99 人）の

順となっています。 

①主な交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②駅までの移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③利用頻度 
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【エ．金融機関】 

④現在の外出状況について 

●調査における回答者の「現在の外出状況」は、全体では「ひとりで十分できる」の 66.8％（937

人）が最も多く、次いで「ひとりで何とかできる」12.9％（181 人）、「誰かの助けがあればでき

る」の5.0％（70人）の順となっています。 

⑤将来（10年後）の不安について 

●調査における回答者の「将来（10年後）の不安の有無」は、全体では「不安がある」43.7％（613

人）、「不安がない」26.6％（373人）の順となっています 

④現在の外出状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤将来（10年後）の不安について 
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【オ．趣味活動、レクリエーション等のための施設】 

①主な交通手段 

●調査における回答者の趣味活動等のための施設までの「主な交通手段」は、全体では「自動車（自

分で運転）」の83.4％（416人）が最も多く、次いで「徒歩」の6.0％（30人）、「家族等による

送迎」の2.6％（13人）の順となっています。 

②駅まで移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

●調査における回答者の「駅までの移動手段」は、全体では「徒歩」の50.0％（2人）が最も多く、

次いで「自転車」「バイク」が各25.0％（1人）となっています。 

③利用頻度 

●調査における回答者の趣味活動等のための施設の「利用頻度」は、全体では「週１～２日」の39.2％

（175人）が最も多く、次いで「月1～2日」の36.8％（164人）、「週3～4日」の10.8％（48

人）の順となっています。 

①主な交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②駅までの移動手段（①で鉄道を利用する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③利用頻度 
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